
5.5%下り勾配

事故事例５（一般貸切）積雪によりスリップして電柱に衝突

曜日・時間・天候 １月３日（金 ・１８時５７分・雪）
場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ
道路の状況 積雪 幅員６．５メートル 下り勾配（５．５％）
運 転 者 年齢４８歳 運転歴１１年７月
乗務開始～事故発 ３８０ｋｍ
生の乗務距離
損 害 重傷者２名、軽傷者２５名
事故概要
当該運転者は５時２０分に出勤、点呼後５時５５分に出庫し、乗客４４名、添乗員１名を乗せ、

２ヶ所目の目的地へ１４時５５分に到着、休憩待機中に帰路の高速道路情報を確認したところ、
同高速道路は４５㎞から５５㎞の渋滞が確認されたため、出発後、運行計画（ルート）変更につ
いて乗客から了解を得て、ＩＣを降り峠ルートに向かった。途中、道の駅で休憩後１８時２５分
に同所を出発した。天候は、みぞれで路面は濡れていた。トンネルを抜けたあたりは本格的な雪
模様で若干の積雪があった。橋上を７０ｋｍ／ｈで対向車とすれ違う際ブレーキをかけたところ
スリップし、直前の右カーブを曲がりきれずに電柱、車両感知器の支柱をなぎ倒し、さらに監視
カメラの支柱に衝突し停止した。

種 別 ・ 形 状 普通・リアエンジン
乗 車 定 員 ６２名
当時の乗車人員 ４６名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策
運転者 運転者 運転者

・安全速度オーバー ・運転者は当該道路を十数 ・安全速度の厳守
・タイヤチェーン未 回運行した経験があり安 ・運転技術の習熟を図る。特に積雪
装着 易な運転操作となった 時等のブレーキの使用方法の習熟

・独断による運行計 ・オールシーズン用タイヤ ・積雪時は早めのタイヤチェーン
画の変更 であったため、タイヤチ 装着を心がけること。

。ェーンを装着しなかった
・警戒標識の情報を軽視し

運行管理た。

運転者に対し、輸送の安全確保に
ついて適切な指導監督の実施運行管理
・積雪時等は早めのタイヤチェーン装着の

指導を行うこと。運行管理 ・運行計画変更時の運行指
・積雪時の運転方法の指導示の不徹底

・運行計画の変更が運行管 運行経路の調査・運行指示の徹底運行計画変更時の
・運行経路の調査を確実に行うこと。運行指示不徹底 理者の指示により行われ
・運行指示を確実に行い、運行経路におけていなかった。
る危険箇所を的確に指示すること。

・運行計画を変更する場合は確実に運行管

理者の指示を受けるよう指導すること。道路
適性診断結果に基づく助言指導の実

・ロードヒーティングが設 施
・適性診断結果に基づく助言指導を実施す置されていたが故障して融
る。雪されていなかった。


